
                  
 
 

Ⅱ 引き続き検討すべき事項 
 

 
 

 

【主な事項】 

１． 運行管理者制度その他の安全に関する基準の強化 

２． 「新高速乗合バス」の厳格な制度設計と同制度への早期の移行促進 

３． 参入規制のあり方の検討 

４． 運賃・料金制度のあり方の検討 

５． 監査体制の強化 

６． 処分の厳格化 

７． 旅行業者と貸切バス事業者の公正な取引の確保 

８． 業界・事業者における安全確保のための自主的な取組の強化 

９． 運輸安全委員会の調査対象の見直し（重大な事業用自動車事故等） 

１０． その他 


